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確固たる経営基盤のもと、創業以来の卓越したモータドライブ技術と躍進する先進技術を融合した高品質な製品を
グローバルに提供していくことで、地球環境にやさしい社会インフラシステムの実現に貢献してまいります。
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●編集方針●

本レポートは幅広いステークホルダーの皆
様に、当社への理解を深めていただくこと
を目的として2013年から発行しています。
本レポートでは、経営方針に加え、当社の
事業、CSR、財務に関する報告を統合し、1
年間の取り組みや今後の方向性などをわか
りやすくご紹介するように努めています。
●報告対象期間●

2019年5月期（2018年6月から2019年5月）
の活動を中心に記載しています。一部対象
期間外の内容も紹介しています。
●報告対象の組織●　
当社および連結子会社を含めた当社グルー
プ企業を対象としています。
●参考にしたガイドライン●　
GRIスタンダード

交通事業
当社が100年にわたり培った技術力で製造 

する鉄道車両用電機品は、電車のプロパルジョン
システム（駆動システム）、補助電源装置、戸閉
装置など幅広い分野におよび、電車の安全性、 

快適性を追求することで、国内はもとより、海外
の鉄道インフラの維持発展に貢献しています。

産業事業
当社は、製造業における一般産業機械設備、自動車開発用試験機および人々

の日常生活に不可欠な社会インフラ設備を通じて、広く国内・海外のお客様に貢
献しています。また、省エネルギー対応のモータ、インバータ、そしてＦＡコント
ローラとネットワークを駆使した高いシステム構築技術による製品を提供すると
ともに、地球温暖化防止に寄与する「ものづくり」に取り組んでいます。

経営理念

行動指針

倫理を重んじ社会・顧客に貢献する
進取創造の気風を養い未来に挑戦する

品質第一に徹し信用を高める

情報機器事業
当社は、高度な情報通信技術とメカトロニクスを融合し、情報機器事業として 

駅務機器システムと遠隔監視システムの２つの分野で事業を展開しています。
駅務機器システムは、鉄道におけるICカード化にもいち早く対応した定期券発行

機や車掌用携帯端末などを開発・製造し、鉄道事業者様にスムーズな料金収受、収
入管理システムを提供しています。
遠隔監視システムは、クラウドを活用したさまざまな設備監視や位置監視を実現

し、お客様の省力化、省メンテナンス化に大きく貢献しています。

当社の長期ビジョン

世界の社会インフラシステムの発展に 貢献する東洋電機製造

1. 顧客に対しタイムリーかつスピーディーに応える
2. 何事にも先見性と創造性をもってチャレンジする
3. 常に自己啓発に励みスキルの向上に努める
4. 広い視野をもって互いに影響し合い成長する
5.よき社会人・企業人として自覚と誇りをもって行動する

補助電源装置の製品実現プロセスは、国際的な鉄道産業
向け品質マネジメントシステム規格であるIRIS(International 
Railway Industry Standard)認証を取得しております。
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